








要約:妊婦水泳のプログラムに含まれる息止め潜水、いわゆる「水中座禅」が母児に及ぼ

す生理学的影響を検討した。「水中座禅」中の母体心拍数、SP02 および胎児心拍パターン

を調査し、以下の結果を得た。1)「水中座禅」としての潜水時間は 37.3±12.2 秒(mean±

SD)であった。2)「水中座禅」に伴い母体心拍数は減少したが、著明な徐脈は認められな

かった。3)母体 SP02は潜水前は 98.4±o.7%であったが、潜水中～後には最低 96.8±2.0%

に減少した。3)胎児心拍パターンでは、「水中座禅」に伴い一過性頻脈(acceleration〉出

現することが多かった。以上より、「水中座禅」により母体は軽度の低酸素状態となるが、

胎児はそれに充分に耐え得ることが明らかとなった。すなわち、正常妊婦では、「水中座

禅」は特別に長時間行わなければ、母児に対しとくに問題はないと考えられる。


